
、
出
席
常
な
ら
さ
る
者

、
無
届
鉄
席
一

ヶ
月
を
超
ゆ
る
者
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但
し
第
四
十
五
条
に
依
る
休
学
者
、
及
第
四
十
六
条
に
依
る
退
学
者
に
対
し

て
は
授
業
開
始
前
な
る
と
き
は
其
の
学
期
に
納
付
す
べ
き
授
業
料
を
免
除
す

る
こ
と
を
得

第
五
十
五
条

本
科
生
に
し
て
学
査
支
弁
困
難
な
る
者
特
に
願
出
つ
る
と
き
は

共
の
情
状
を
調
在
し
授
業
料
を
減
額
又
は
免
除
し
或
は
分
納
を
許
可
す
る
こ

と
あ
る
へ
し
＇

但
し
事
梢
止
み
た
る
と
き
又
は
不
都
合
の
行
為
あ
り
た
る
と
き
は
直
に
之
を

停
止
す

第
五
十
六
条
授
業
料
は
左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
に
就
き
て
は
什
額
の

十
二
分
ノ

一
相
当
額
を
徴
収
す

一
、
休
学
の
為
学
期
中
途
に
就
学
し
た
る
者

一
、
第
五
十
五
条
に
よ
り
授
業
料
の
分
納
を
許
可
せ
ら
れ
た
る
者

一
、
第
五
十
五
条
の
授
業
料
減
免
分
納
を
停
止
せ
ら
れ
た
る
者

第
五
十
七
条
投
業
料
を
納
付
期
日
に
納
め
ざ
る
者
は
未
納
中
停
学
を
命
す

其
の
未
納
三
週
間
を
超
ゆ
る
と
き
は
除
名
す

第
五
十
八
条
教
科
用
の
図
害
、
器
具
及
材
料
等
は
生
徒
の
自
弁
と
す

但
し
其
の
一
部
を
貸
与
し
又
は
支
給
す
る
こ
と
あ
る
へ
し

第
五
十
九
条
特
に
材
料
を
支
給
し
て
制
作
せ
し
め
た
る
と
き
は
其
の
生
痒
品

は
本
校
の
所
有
に
帰
す
る
も
の
と
す

第
十
三
章
懲
戒
及
表
彰

第
六
十
条
左
の
各
項
の
一
に
該
当
す
る
も
の
は
其
の
情
状
の
軽
重
に
よ
り
譴

責
、
停
学
、
除
名
或
は
放
校
に
処
す

三
、
本
校
諸
規
則
又
は
生
徒
心
得
に
背
戻
せ
り
と
認
め
た
る
者

第
六
十

一
条
学
業
を
粕
励
し
成
紺
俊
等
品
行
方
正
な
る
者
は
適
当
な
る
方
法

を
以
て
之
を
表
彰
す

付
軋
"
h
rー

本
規
則
は
昭
和
廿
二
年
四
月

一
日
よ
り
こ
れ
を
適
用
す

本
規
則
を
実
施
す
る
際
在
学
す
る
生
徒
の
学
科
、
学
科
目
及
び
其
の
授
業
総

闊
数
は
新
旧
規
を
担
酌
し
て
学
校
長
こ
れ
を
定
む

昭
和
八
年
二
月
規
定
の
東
京
美
術
学
校
規
則
は
本
規
則
施
行
と
同
時
に
之
を

廃
止
す

④

そ
の
他
の
規
則

東
京
美
術
学
校
外
国
学
生
特
別
入
学
規
程
細
則
（
大
正
十
三
年
二
月
）

第
一
条
相
当
学
歴
あ
る
外
国
学
生
に
し
て
本
校
入
学
を
志
願
す
る
者
は
外
務

省
在
外
公
館
又
は
木
邦
所
在
の
其
国
公
館
の
紹
介
あ
る
も
の
に
限
り
詮
談
の

上
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
あ
る
べ
し

第
二
条
前
条
に
依
り
入
学
を
志
願
す
る
者
に
は
本
校
予
科
入
学
資
格
相
当
の

学
力
検
定
試
験
を
施
し
且
一
般
入
学
者
に
課
す
る
選
抜
試
験
を
行
ひ
之
に
合

格
し
た
る
と
き
は
入
学
せ
し
む
る
も
の
と
す

厨〕

本
条
に
依
り
入
学
し
た
る
者
は
其
の
科
に
於
け
る
実
習
と
併
せ
て
諸
定
の
諸

学
科
を
兼
修
せ
し
む
る
も
の
と
す

右
修
了
の
者
に
は
本
校
規
則
第
五
十
一
条
に
依
る
卒
業
証
書
を
授
与
す

第
三
条
学
習
に
堪
ゆ
る
程
度
の
日
本
語
を
解
し
実
習
の
試
験
並
に
身
体
検
査

に
合
格
し
た
る
者
は
本
科
生
と
共
に
実
習
を
専
修
せ
し
む

右
修
了
者
に
は
実
習
課
程
の
卒
業
証
書
を
授
与
す
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第
四
条

本
校
規
則
に
し
て
本
細
則
に
抵
触
せ
ざ
る
も
の
は
総
て
之
を
準
用
す

（「
昭
和
二
十
烹
年
七
月
東
京
芸
術
大
学
案
」
所
収
。
な
お
、
大
正
十
――
一
年
二
月
と

昭
和
二
十
二
年
度
生
徒
募
集
要
項
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J

七

＿

11
{
、
憎
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、
皿
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図
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ー
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、
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弟
〔
メ
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ト
ル
尺
〕
鉛
筆
、
消

一
〔
四
月
二
日
午
前
中
〕

-

4

コ
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水
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絵
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期

日

第
二
次
〔
学
科
〕

＿時

間

第

一

次

一

第

二

次

i

,

 試
験
九
時

．

同

上

知

能

試

験

学

科

試

験

三
月
三
十
一
日
〔
月
〕

四

月
四
日
〔
金
〕

実

技

試

験

身

体

検

祉

四
月
一
日

〔火
〕

四

月
五
日

〔土〕

Il

二
日

〔水
〕

写一
日
間
ノ
内
〕

宜
答
試
験
〔
学
科
〕

目

る
。）

東
京
美
術
学
校

同

右 i

l— 

同 I

I 布・ 1 

右 右

〔
―
-
日
間
ノ
内
〕

同

右 右
I_ 

右右

制
定
時
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
細
則

(
217
頁
》
と
は
話
句
が
多
少
異

な
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